
 

 

 

 

清々しいボランティアの姿 
 １０月に入って、各地区で文化祭やその地区ならではの行事が盛んに開催されています。これまでコロナ禍によっ

て制限、もしくは中止されてきた行事であることから余計に、会場の熱気・スタッフの方々の勢い・集まった地域の

方々の笑顔を体感することができました。 

 そして、そこに参加している中学生ボランティアはというと、今年度から加わった１年生も、もちろん２・３年生

も、一生懸命、そして、誠実に取り組む姿が見られます。地域の担当者からの説明には真剣な表情で聴き、お客さん

に対して笑顔で接し、司会を任された生徒は緊張しながらもはっきりした声で会の進行を行うなど、見ていて実に清々

しい想いを抱くことができました。それは、単なるボランティアではなく、地域の中に溶け込み、地域の一員となっ

て活動しているからだと納得しました。 

 また、ボランティア以外にも、ブラスバンドクラブは、日吉・釜戸から招待されて演奏しました。(大湫からも招待

されていましたが、都合が合わなかったそうです。)１・２年生だけとなってまだ間もない演奏で、当初は緊張もあっ

たでしょうが、演奏後、「楽しかったです。」という感想を聞くことができ、貴重な体験となったことがよくわかりま

した。 

 こうした地域の方と直接触れ合える機会からの学びは、とても大きく価値があると言えます。さらに、自分の出身

地区だけでなく、校区内の他地区に行って活動することは、滅多にない絶好の機会です。 

休みにもクラブや習い事で忙しい生活を送る皆さんです。なかなか無理を言うことはできませんが、休み中に心身

に余裕がある人、余裕ができた人は、これからも是非、積極的にボランティアに参加してくださいね。 

 先日、第２回学校運営協議会を開催した最中、私はボランティアについて以下のようなお伝えをしました。 

〇多くのボランティア依頼がある中、その要望(参加希望人数)に応えることができないことの申し訳なさ。但し、 

クラブ活動や習い事で素晴らしい成績を上げている生徒も存在するなど、多忙な生活を送る生徒も多く、希望

人数に満たないこともあるという状況。 

〇地域の方が学校に入り、参加募集の啓発やボランティアの様子について全校に語って頂きたいという依頼 

 最後の感想交流の場面で、この件についても、複数の方からご意見をいただきました。 

  〇学校運営協議会のあり方について改めて考える必要がある。 

  〇ボランティアの希望については学校に来て、直接生徒たちに話をすることも必要。 

 といった、学校として、とても有難い意見であり、学校運営協議会の存在を心強く感じました。 

   
   10/7 みずなみ福祉まつり        10/8 笹踊り奉納(土岐地区)       10/14・15 日吉町文化祭 

      
10/14・15 日吉町文化祭        10/21・22 釜戸町文化祭          釜戸町文化祭にてブラスバンドクラブ演奏 
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＜キーワード＞         『成長の実感』  

－成功体験・失敗体験を通して― 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

日 曜 主な行事予定 下校時刻 

 

日 曜 主な行事予定 下校時刻 

１ 水 

３年家庭科保育体験① 

２年生職場体験① 16：20 
１６ 木  16：00 

１７ 金  16：20 

２ 木 ２年生職場体験② 16：00 １８ 土 中央公民館文化祭 

３ 金 文化の日 瑞浪市美術展 大湫町文化祭 １９ 日   

４ 土 瑞浪市美術展 大湫町文化祭 中山道往来 ２０ 月  15：20 

５ 日 瑞浪市美術展 大湫町文化祭 ２１ 火  16：00 

６ 月  16：00 ２２ 水 3年「総合」発表会 16：20 

７ 火  16：20 ２３ 木 勤労感謝の日 

８ 水 ３年家庭科保育体験② 16：20 ２４ 金 ３年薬物乱用防止教室 16：20 

９ 木  16：00 ２５ 土  

１０ 金 後期中間テスト 15：20 ２６ 日 五校合同資源回収 

１１ 土 駅伝県大会 ２７ 月  15：20 

１２ 日  ２８ 火  15：00 

１３ 月  15：20 ２９ 水  16：20 

１４ 火  16：00 ３０ 木  16：00 

１５ 水 化石講話 16：20 
 

◇『広報みずなみ』１１月号の８ページをご覧ください。 

「子どもや女性を暴力から守りましょう」１１月は「児童虐待防止推進月間」です。    

  瑞浪市における、令和４年度児童虐待新規相談受付件数２４件の中の年代別を見ると、中学生は 0 という数字が計上

されています。ただ、未だに明らかに虐待行為でありながら、『しつけ』という認識で行われる事案が多数発生していま

す。学校において、そうした状況の把握や本人からの相談等で明らかになった場合については、家庭への連絡を飛び

越して、東濃子ども相談センターもしくは瑞浪市役所の子育て支援課の方へ通告の義務がありますので、ご承知おきく

ださい。 

 

 

感染症対策は「経験」を生かして 

 全国的にインフルエンザが流行しています。本校を含め、瑞浪市内も同様です。 

 インフルエンザも、ウイルスが原因の感染症です。対策は、コロナの時と同じことが有効です。大変な

経験でしたが、ここはその時のことを思い出し、感染が拡大しないように気を付けていきたいところです。

また、体調に違和感があれば、登校を控えたり、早めに医療機関を受診したりしてください。 


